
データベースの設計に向けた全体イメージ（案）  資料５ 

運送事業者による 
現状のドライブレコーダの処理 

（２ページ） 

運送事業者による 
データベースに向けた新規処理  

（２ページ） データをサーバーに登録する処理（３～４ページ）  
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※８、９ページはその他のデータベースイメージ 



１．運送事業者による現状のドライブレコーダの処理とデータベースに向けた新規処理  

運送事業者によるデータ活用 
・事故処理

【市販のドライブレコーダの既存処理】 

運送事業者の 
事務所パソコン 

デ 保存
ドライブレコーダ 

事故処理
・社内教育 等 

にデータ保存

【データベースに向けた新規処理】 

運送事業者による 
事故データ処理準備 

事故データ処理準備 

他のカメラの 
データ必要性？ 

データ変換ソフト

統一フォーマット 
データ生成 

１データ１ファイル 

デ タ変換ソフト

課題：データ暗号化 

課題 前方イベントデ タのみでよいか

連続データの 
生成必要性？ 
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課題：前方イベントデータのみでよいか



（１）統一データフォーマットを「オンライン」でサーバーに登録する流れ 

２．データをサーバーに登録する処理 

運送事業者がインターネットを経由して 
サーバー入力画面へ 

ＷＥＢ画面上で 
ログイン画面 

 
Ｉ Ｄ

事故調査票 
入力画面 

著作権・ 
映像権等に 
関する同意 

 
 
 

Ｉ Ｄ

パスワード 
統一フォーマット 

データ生成 

課題：アクセス権 課題：セキュリティ 

課題 通信帯域

課題：ファイル容量 

データベース管理者 

ＳＳＬ暗号化通信 
メイン 

データベース 

課題：事業者の通信速度 

課題：通信帯域
（回線太さ） 

による受信確認

データ内容 
確認・修正 

デ

 
 

運送事業者

データ 
復号化 

課題：チェック 
 作業ボリューム 

統一データファイル添付 

送事業者
ログオフ画面 

 
 
 

メイン

課題：修正の場合 
 ファイルの保存方法 
（上書き／別ファイル） 
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メイン
データベース 



（２）統一データフォーマットを「オフライン」でサーバーに登録する流れ 

デ タベ ス管理先運送事業者による作業

統一フォーマットデータをＣＤ－Ｒへ ・宅配便 
・郵送 

データベース管理先 

・書類の受け取り 
・受領処理 
・開梱 
・同意書のチェック 
・調査票のチェック

運送事業者による作業 

データベース管理先 
事務員による入力 

ログイン画面

紙媒体の
紙媒体の 
著作権・ 課題：送付時の 

・調査票のチェック 
・ウイルスチェック 

ログイン画面 
 
 
 
 
 

Ｉ Ｄ 

パスワード 
紙媒体の 

事故調査票 
著作権

映像権等に 
対する同意書 

  データ紛失、
    破損等 
    に対する保証 
 
課題：送料費用負担 
課題：書類の事前配布方法

課題：前処理作業ボリューム 

課題：書類の管理・廃棄 

課題：アクセス権 

課題：書類の事前配布方法

課題：登録作業 
    ボリューム 

提出義務付けの場合 

運送事業者による 
書類、データの持参 

支局職員によるチェック 

・書類の受け取り 
受領処理 事故調査票

メイン 
データベースへ

運輸支局 

・受領処理
・同意書のチェック 
・調査票のチェック 
・ウイルスチェック 

課題：書類の管理・廃棄 

事故調査票 
入力画面 

統一フォーマット 
データ登録 

デ タベ スへ

支局職員による入力 

インターネットを経由して 
サーバー入力画面へ 
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課題：セキュリティ 

データ復号化 



３．データの活用 

（１）ユーザによる一般的な活用 

データベース管理先 
管理者による活用 データ加工画面 

 
デ タ出力画面

ログイン画面 
 

Ｉ Ｄ 

 
 
 
 

データ出力画面
 
 
 
 

データ一覧画面 
 
 

 
 
 
 

パスワード 
 
 

 
 
 
 

データの検索画面 
  
※検索条件の 
 キーは事故調査票 

行政機関、研究者による活用 
インターネット経由 

課題：運用目的にあわせた画面設計が必要 
関係機関 一部の閲覧権限による活用 

サブ画面 
 
 
 データ閲覧

デ タ閲覧

 
 
 

データ検索 
結果画面 

  

デ タ閲覧
 

事故分析 
に活用 

  

データ閲覧
前の各種 
設定画面 

  

ログオフ 
画面 
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（２）データを一般公開する場合に必要となる処理 

データベース管理先 
事務員による入力 公開のため 

加工する 
データの検索 

画像処理ソフトなど 
による加工 
・ナンバープレート 
・人物、固有名称

ログイン画面 
 
 Ｉ Ｄ データ検索 

結果画面
※検索条件の 
 キーは事故 
 調査票 

人物、固有名称
・場所が特定できる 
 名称 等 
 
データ保存 

 
 
 

パスワード 

課題：公開するデータの 
者 基準

結果画面
  

課題 加 作業ボリ ム

デ タ

   判断者、基準 課題：加工作業ボリューム

データベース 
管理先事務員 データベース

管理先事務員 
によるデータ 

公開処理 
映像データ 

加工データ作成 

管理先事務員
から監督者、 
第三者による 
加工データの 
チェック依頼 

監督者、 
第三者による 
チェック・認証 

 

公開 

ログイン画面

課題：公開に起因するトラブル時の対処 

ログイン画面
 
 
 
 
 

Ｉ Ｄ 

パスワード 

データ加工 
済み 

一覧画面 
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監督者、第三者 



４．データベースの構造イメージとアクセス権 

メインデータとひも付け 
１レコード目の映像データ 

生

・・・・ 

メインデ タレ ドレイアウト

ＩＤ 映像 
データ番号 機器名 機種名 

 
時系列 
データ番号 

アクセス権 事後提供データコード 

メインデータ 

加工 
データ 

データ 

１レコード

メインデータレコードレイアウト

Ｇ値

Ｎレコードの 
時系列データ 

ヘッダ：ＩＤ、時系列データ番号など 

日時分秒 速度 ・・・・
２レコード目の映像データ 

加工

生 
デ タ

１レコ ド

３レコード 
２レコード 

値

・
・
・ 

・
・
・

時分秒 速度

時系列データ

・
・
・
・

データ公開用

加工 
データ 

データ

デ

・
・
・ 

・ 時系列デ タ

・ 

・
・
・ 

データテーブル 

・
・
・ 

アクセス権用 
ユーザテーブル

デ タ公開用
テーブル 

アクセス権の概念 

データ管理者 データ加工、閲覧権限 

３レコード目の映像データ 

加工 
デ タ

生 
データ 

・
・
・ ・

・
・ 

ユーザテーブル

行政機関、研究者 閲覧権限 

関係機関 一部の閲覧権限

データ 
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バックアップ 
データベース 

関係機関 部 閲覧権限

事業者など 公開されたデータのみ閲覧 



事故デ タ処理準備

○その他のデータベースイメージ１（簡易的なモデル） 

送事業者

運送事業者による 
事故データ処理準備 

事故データ処理準備

データ 
生成 

運送事業者の
事務所パソコン 
にデータ保存 

ドライブレコーダ 

データ生成ソフト 

・１事故１データに生成 
は・フォーマットは

 各メーカーオリジナル オンライン 
もしくは 

オフライン 
による 

データベース 
登録

全メーカのソフト 
をインストール 

ログイン画面 

データ一覧画面 
 
 
 

データの検索画面 
登録

 Ａ事業者 
①メーカー 

データ 
Ｂ事業者 

①メーカー 
データ データ閲覧用 

パソコン 

 
 
 
 

Ｉ Ｄ

パスワード 

 
 
 

デ タの検索画面
  
※検索条件の 
 キーは事故調査票 

メインデータ 

Ｃ事業者 
②メーカー 

データ 

Ｄ事業者 
③メーカー 

データ 

デ タ閲覧
選択した 
デ タに

・
・
・ 

Ｅ事業者 
②メーカー 

データ 

データ閲覧
 

事故分析 
に活用 

  

データ検索 
結果画面 
閲覧選択 

  

データに
基づいて 
ドラレコ 

メーカーの 
ソフトが起動 
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メインデータレコードレイアウト 

ＩＤ データ保存先Ｎｏ アクセス権 事後提供データコード 



Ｆ運送事業者

データ活用 
速 度

○その他のデータベースイメージ２（相互受益者負担により構築するモデル） 
国、関係機関、メーカー、保険業界等の 
相互受益者負担によるデ タベ ス開発

Ｄ運送事業者 

Ｅ運送事業者 Ｆ運送事業者 

Ｇ運送事業者 

運送事業者 
事故処理の効率化 
社内教育 

映 像 

速 度
運転者情報 

相互受益者負担によるデータベース開発

②ドラレコ

データ提供 各種制御信号 
①ドラ レコ 
メーカー の ②ドラ レコ 

メー カーの

Ｂ運送事業者

Ｃ運送事業者 
②ドラレコ
メーカーの 
データベース 

ａ自動車 
メーカーの 
データ 
ベース b自動車 

メーカーの 

各種制御信号 

   データ
   ベース 

メ カ の
  データ 
   ベース 

ドラレコメーカー 
ユーザーに対する 
付加価値 

データセンター 
 共通ＩＤ、 アクセス権 

共有データ設定 
①ドラレコ

Ａ運送事業者 

Ｂ運送事業者
データ 
ベース 

保険業界 
事故処理算定の効率化

映 像 

速 度 

①ドラレコ
メーカーの 
データ 
ベース 

国、行政 
機関の 
データ 
ベース

事故処理算定の効率化

映 像 速 度 
事故データ 

事故調査票の登録 

自動車事故報告規則
自動車メーカー 
開発 フィ ドバック

アクセル開度 

映 像 
速 度 

国、行政機関 
事故防止等対策 
ASV等技術検証

アクセル開度 

各種制御信号 

運転者情報 
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自動車事故報告規則 

交通事故データ 

開発、フィードバック
ハンドル角度 

燃料噴射量 
各種制御信号 国、行政機関 

ASV等技術検証
 


